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アルギニル化が制御する生命現象

●研究概要

私たちのからだを構成するタンパク質はさまざまな修飾を
受け、その機能を発揮しています。そのなかで、アルギニ
ル化（Arginylation）とよばれるタンパク質修飾が動物の生

殖・発生・分化・疾患とどのようにかかわっているかを研究
しています。
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・アルギニル化

『アルギニル化（Arginylation）』は、私たちのからだを構

成するタンパク質が受ける修飾のひとつです。アルギニ
ル化はタンパク質の分解に大きくかかわっており、様々
な細胞・組織・器官の形成や機能にかかわっていること
がわかっています（論文1, 2）。また、心疾患、神経変性

疾患、がんといった疾患とアルギニル化の関係について
の研究も進んできています（論文3, 4, 5）。

全能性（ひとつの細胞から個体になる能力）および多
能性（細胞が個体のあらゆる組織になる能力）は、多細
胞生物が存在、増殖するための根幹となる能力ですが、
これらの能力の制御においてアルギニル化がどのよう
な役割を担っているかはほとんどわかっていません。

私の研究室では、生殖細胞（未受精卵）、全能性細胞
（受精卵）、多能性細胞（ES細胞・iPS細胞）を用いて、ア

ルギニル化を軸にさまざまな生命現象のメカニズムを解
明する研究を国内外の研究者と連携して進めています。

● 研究テーマ http://www.waka.kindai.ac.jp/tea/sentan/index.html

心筋でアルギニル化が起きないマウス（下段）
では、拡張型心筋症様の症状がみられる。

マウス卵母細胞では、アルギニル化されたβ-アクチンが
紡錘体に集積する。


